
 
 

 
  

 
 

 

自
律
神
経
失
調
症 

 

自
律
神
経
失
調
症
は
何
ら
か
の
原

因
で
自
律
神
経
の
機
能
が
乱
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。 

自
律
神
経
は
、
そ
の
名
前
の
通
り
、

私
た
ち
の
意
思
と
は
関
係
な
く
体
が

自
律
的
に
働
く
神
経
で
す
。
呼
吸
や
体

温
、
血
圧
、
心
拍
、
消
化
、
代
謝
、
排

尿
・排
便
な
ど
、
生
き
て
い
く
上
で
欠
か

せ
な
い
生
命
活
動
を
維
持
す
る
た
め

に
２
４
時
間
３
６
５
日
、
休
む
こ
と
な
く

働
き
続
け
て
い
ま
す
。 

自
律
神
経
は
、「
交
感
神
経
」
と「
副

交
感
神
経
」
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

が
異
な
る
働
き
を
し
ま
す
。
交
感
神
経

は
、
活
動
す
る
と
き
に
働
く
神
経
で
、

副
交
感
神
経
は
、
休
息
や
リ
ラ
ッ
ク
ス

を
す
る
と
き
に
働
く
神
経
で
す
。
基
本

的
に
、
全
て
の
臓
器
は
交
感
神
経
と
副

交
感
神
経
の
支
配
を
受
け
活
動
し
て
い

ま
す
。 

 

      

健
康
な
人
で
は
、
正
反
対
の
役
割
を 

持
つ
こ
れ
ら
の
神
経
が
バ
ラ
ン
ス
を
取

り
な
が
ら
正
常
な
状
態
を
保
つ
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
ス
ト
レ
ス
や
ホ
ル
モ
ン
バ

ラ
ン
ス
の
乱
れ
に
よ
っ
て
片
方
の
神
経

が
過
剰
に
興
奮
し
た
状
態
が
続
く
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
現
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。 

（疲
労
感
、
熱
っ
ぽ
い
感
じ
、
手
足
の
し

び
れ
、
動
悸
、
息
切
れ
、
め
ま
い
、
頭
痛
、

不
眠
、
寝
汗
、
食
欲
不
振
、
胃
痛
、
吐
き

気
、
肩
こ
り
、
背
中
の
痛
み
、
腰
の
痛
み
、

腹
痛
、
下
痢
、
便
秘
な
ど
） 

           

 

鍼
灸
が
自
律
神
経
に
効
く
理
由 

鍼
灸
治
療
は
、
自
律
神
経
失
調
症
の

改
善
に
効
果
的
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
理
由
は
、
主
に
３
つ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

に
よ
る
も
の
で
す
。 

 

【
自
律
神
経
の
調
整
作
用
】 

鍼
灸
治
療
は
、
自
律
神
経
系
の
バ
ラ

ン
ス
を
整
え
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。 

鍼
や
お
灸
に
よ
る
刺
激
は
、
そ
の
情

報
が
脳
に
伝
わ
り
ま
す
。
脳
は
こ
れ
を

受
け
、
自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
を
調
整

す
る
よ
う
に
働
き
か
け
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
過
剰
に
興
奮
し
て
い
る
交
感
神

経
の
活
動
を
抑
制
し
た
り
、
低
下
し
て

い
る
副
交
感
神
経
の
活
動
を
活
性
化
し

た
り
す
る
こ
と
で
、
自
律
神
経
の
バ
ラ

ン
ス
を
正
常
な
状
態
へ
と
導
き
ま
す
。 

ツ
ボ
へ
の
刺
激
は
、
視
床
下
部
や
脳

幹
と
い
っ
た
自
律
神
経
の
中
枢
に
直
接

作
用
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
視

床
下
部
は
、
自
律
神
経
系
、
内
分
泌
系
、

免
疫
系
を
統
括
す
る
重
要
な
部
位
で

す
。
鍼
灸
刺
激
に
よ
っ
て
視
床
下
部
の

機
能
が
調
整
さ
れ
る
こ
と
で
、
自
律
神

経
の
バ
ラ
ン
ス
が
整
い
、
全
身
の
機
能

が
正
常
化
へ
と
促
さ
れ
ま
す
。 

 

 

【
血
行
促
進
効
果
】 

鍼
灸
治
療
は
、
血
行
を
促
進
す
る
効

果
が
あ
り
ま
す
。 

血
行
不
良
は
、
自
律
神
経
の
乱
れ
を

悪
化
さ
せ
る
要
因
の
一
つ
で
す
。
鍼
や

お
灸
の
刺
激
は
、
血
管
を
拡
張
さ
せ
、

血
流
を
改
善
し
ま
す
。
血
流
が
良
く
な

る
と
、
酸
素
や
栄
養
が
全
身
に
行
き
渡

り
や
す
く
な
り
、
老
廃
物
も
排
出
さ
れ

や
す
く
な
り
ま
す
。
結
果
と
し
て
、
自

律
神
経
の
機
能
も
正
常
化
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
血
行
促
進
効
果
に

よ
っ
て
筋
肉
の
緊
張
が
緩
和
さ
れ
、
自

律
神
経
失
調
症
に
伴
う
肩
こ
り
や
腰
痛

な
ど
の
症
状
も
軽
減
さ
れ
ま
す
。 

 

【
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
】 

鍼
灸
治
療
に
は
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果

が
あ
り
ま
す
。 

ス
ト
レ
ス
は
自
律
神
経
の
乱
れ
の
大

き
な
原
因
と
な
る
た
め
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

す
る
こ
と
は
自
律
神
経
失
調
症
の
改

善
に
非
常
に
重
要
で
す
。
鍼
灸
治
療
は
、

副
交
感
神
経
の
働
き
を
活
性
化
さ
せ

る
こ
と
で
、
心
身
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
を
も

た
ら
し
ま
す
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と

で
、
ス
ト
レ
ス
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
が
抑
制

さ
れ
、
自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
が
整
い

や
す
く
な
り
ま
す
。  
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鍼
灸
治
療
中
に
は
、α

波
と
呼
ば
れ

る
脳
波
が
増
加
す
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。α

波
は
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

た
状
態
の
時
に
多
く
出
現
す
る
脳
波

で
す
。α

波
が
増
加
す
る
こ
と
で
、
心

身
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
、
ス
ト
レ
ス
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
鍼
灸
治
療
に
よ
っ

て
セ
ロ
ト
ニ
ン
や
エ
ン
ド
ル
フ
ィ
ン
と
い
っ

た
神
経
伝
達
物
質
の
分
泌
が
促
進
さ

れ
る
こ
と
も
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
に
繋

が
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
セ
ロ
ト

ニ
ン
は
精
神
を
安
定
さ
せ
る
働
き
が
あ

り
、
エ
ン
ド
ル
フ
ィ
ン
は
幸
福
感
を
も
た

ら
す
働
き
が
あ
り
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
効
果
が
相
乗
的
に
作
用
す

る
こ
と
で
、
鍼
灸
治
療
は
自
律
神
経
失

調
症
の
症
状
改
善
に
効
果
を
発
揮
す

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

鍼
灸
治
療
は
、
身
体
に
負
担
の
少
な

い
治
療
法
で
あ
り
、
薬
物
療
法
の
よ
う

な
副
作
用
の
心
配
も
少
な
い
た
め
、
安

心
し
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

   
 

 
 

 
 

 
 

鍼
灸
師 

 

渡
邉 

清
剛 

 【
自
律
神
経
失
調
症
に 

効
果
の
あ
る
ツ
ボ
】 

   

      

   

   

  

     

   

      

           

   

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ストレスや疲労を軽減し、 

頭痛やイライラにも効果が 

あります。 

精神的な疲れや頭痛、

不眠に効き、心身の緊

張を解きほぐすのに役

立ちます。 

 

 

消化器系のトラブルや疲労回復に効果があ

り、全身の調子を整える役割も果たします。 

胃腸の働きが活発になり、リラックス効果が

期待できます。 

 

心を落ち着ける効果があります。

心拍数を安定させ、動悸や不安感

を緩和するのに役立ちます。 

 

イライラや感情の不安定さを

解消し、リラックス状態を促す

効果があります。自律神経の

乱れからくる感情の不安定さ

や、怒りっぽさを感じたときに

押すと効果的です。 
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